
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投入される硬貨を受け入れて１枚ずつ繰り出す硬貨繰出手段と、
　この硬貨繰出手段から繰り出される硬貨を識別する識別部、および識別部での識別結果
に応じて処理対象金種外の硬貨を排除する排除部を有し、処理対象金種の硬貨のみを通過
させる硬貨識別排除通路と、
　この硬貨識別排除通路の排除部で排除された処理対象金種外の硬貨を収納する

収納部と、
　前記硬貨識別排除通路を通過する処理対象金種の硬貨を処理する後処理部と、
　前記収納部に収納された硬貨の硬貨繰出手段への再投入を案内する継続処理表示を表示
可能とする表示部と、
　前記硬貨識別排除通路の識別部で最初に識別された硬貨の金種を処理対象金種に設定し
て処理させ、前記硬貨繰出手段に受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路での処理が完了する
毎に、前記収納部に後処理部で処理可能とする残りの金種の硬貨が収納されていれば、前
記表示部で継続処理表示を表示させるとともに、 収納部に収納された識別済の硬貨で
枚数が最も多い金種を継続処理対象金種に設定し 硬貨繰出
手段へ再投入される硬貨を継続処理させる制御部と
　を具備していることを特徴とする硬貨処理機。
【請求項２】
　表示部は、収納部からの硬貨の取り出しを案内する処理終了表示を表示可能とし、
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とともに
硬貨を取り出し可能とする

前記
、前記収納部から取り出されて



　制御部は、硬貨繰出手段に受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路での処理が完了した際に
、収納部に硬貨が収納されているが後処理部で処理可能とする枚数に達していない場合に
表示部で処理終了表示を表示させる
　ことを特徴とする請求項１記載の硬貨処理機。
【請求項３】
　硬貨繰出手段に投入された硬貨の継続処理および新規処理のいずれかを選択する操作部
を備え、
　表示部は、継続処理および新規処理を確認する確認表示を表示可能とし、
　制御部は、継続処理に際し、前記表示部で確認表示を表示させ、前記操作部で継続処理
が選択されれば設定された継続処理対象金種について継続処理させ、新規処理が選択され
れば継続処理対象金種の設定をリセットするとともに識別部で最初に識別された硬貨の金
種を処理対象金種に設定して新規処理させる
　ことを特徴とする請求項１または２記載の硬貨処理機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、処理対象金種外として排除された硬貨を再投入して継続処理する場合に有効な
硬貨処理機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、硬貨を識別して計数する硬貨計数機や硬貨を所定枚数ずつに包装する硬貨包装機等
の硬貨処理機における硬貨処理では、計数処理（袋取り）・包装処理等の処理対象の１つ
の金種を操作部の金種指定手段により選択設定することにより、多金種混在状態で硬貨が
投入されても、設定された処理対象金種の硬貨のみが選別されて処理される。
【０００３】
例えば、硬貨計数機の場合、設定された処理対象金種の硬貨のみが大袋あるいは小袋とい
った袋内に所定枚数（４０００枚、または２０００枚）ずつ収納されるとともに、処理対
象金種外の硬貨が金種別の枚数および金額が計数されて選別箱（収納部）に収納される。
１つの処理対象金種についての計数処理が完了する毎に、選別箱に収納された残りの金種
の硬貨を継続して計数処理する場合には、硬貨計数機から選別箱を取り外して選別箱内の
硬貨を硬貨計数機に再投入し、次に処理しようとする処理対象金種の再設定することによ
り、次の処理対象金種の硬貨が計数処理される。
【０００４】
また、硬貨包装機の場合、設定された処理対象金種の硬貨のみが所定枚数毎に包装される
とともに、処理対象金種外の硬貨は金種別の枚数および金額が計数されて選別箱に収納さ
れている。１つの処理対象金種についての包装処理が完了する毎に、選別箱に収納された
残りの金種の硬貨を継続して包装処理する場合には、硬貨包装機から選別箱を取り外して
選別箱内の硬貨を硬貨包装機に再投入し、次に処理しようとする処理対象金種を再設定す
ることにより、次の処理対象金種の硬貨が包装処理される。
【０００５】
このような硬貨処理機では、多金種混在状態で硬貨を投入しておいて、１つの処理対象金
種についての処理が完了する毎に、選別箱に収納された残りの金種の硬貨を継続して処理
する場合には、選択箱を硬貨処理機から取り外して選別箱内の硬貨を硬貨処理機に再投入
するのに加えて、次に処理しようとする処理対象金種を再設定しなければならない。
【０００６】
そこで、例えば、特開平７－１６８９５９号公報に記載されているように、投入された多
金種混在状態の硬貨のうち最初に識別された正常硬貨の金種を処理対象金種に自動設定す
ることにより、１つの処理対象金種についての処理が完了する毎に、選別箱に収納された
残りの金種の硬貨を継続して処理する場合には、選択箱を硬貨処理機から取り外して選別
箱内の硬貨を硬貨処理機に再投入すれば、２回目以降も同様にして処理対象金種を自動設
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定するので、処理対象金種の設定操作を全く必要なくしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述した特開平７－１６８９５９号公報に記載の硬貨処理機のように、投入された多金種
混在状態の硬貨のうち最初に識別された正常硬貨の金種を処理対象金種に自動設定すれば
、処理対象金種の設定操作が全く必要なくなるが、予め枚数の多い金種順が分かっていて
も、枚数の多い金種から順に処理できるとは限らず、枚数の多い金種の硬貨が処理対象金
種外となって選別箱に収納される場合には、処理効率が悪くなるとともに、選別箱に収納
された硬貨の再投入に労力を要する問題がある。
【０００８】
本発明は、このような点に鑑みなされたもので、処理対象金種の設定操作が必要なく、多
金種混在状態で投入された硬貨を確実に効率よく処理できる硬貨処理機を提供することを
目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の硬貨処理機は、投入される硬貨を受け入れて１枚ずつ繰り出す硬貨繰出
手段と、この硬貨繰出手段から繰り出される硬貨を識別する識別部、および識別部での識
別結果に応じて処理対象金種外の硬貨を排除する排除部を有し、処理対象金種の硬貨のみ
を通過させる硬貨識別排除通路と、この硬貨識別排除通路の排除部で排除された処理対象
金種外の硬貨を収納する 収納部と、前記硬貨識別排除
通路を通過する処理対象金種の硬貨を処理する後処理部と、前記収納部に収納された硬貨
の硬貨繰出手段への再投入を案内する継続処理表示を表示可能とする表示部と、前記硬貨
識別排除通路の識別部で最初に識別された硬貨の金種を処理対象金種に設定して処理させ
、前記硬貨繰出手段に受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路での処理が完了する毎に、前記
収納部に後処理部で処理可能とする残りの金種の硬貨が収納されていれば、前記表示部で
継続処理表示を表示させるとともに、 収納部に収納された識別済の硬貨で枚数が最も
多い金種を継続処理対象金種に設定し 硬貨繰出手段へ再投
入される硬貨を継続処理させる制御部とを具備しているものである。
【００１０】
　そして、最初の処理時に硬貨識別排除通路の識別部で最初に識別された硬貨の金種を処
理対象金種に設定して処理する。その後は、１つの処理対象金種についての処理が完了す
る毎に、収納部に後処理部で処理可能とする残りの金種の硬貨が収納されていれば、表示
部で収納部に収納された硬貨の 継続処理を案内するとともに、継続処理の際
には収納部に収納された識別済の硬貨の枚数の多い金種を継続処理対象金種として自動設
定して処理する。したがって、処理対象金種の設定操作が必要なく、多金種混在状態で投
入された硬貨を効率よく処理する。
【００１１】
請求項２記載の硬貨処理機は、請求項１記載の硬貨処理機において、表示部は、収納部か
らの硬貨の取り出しを案内する処理終了表示を表示可能とし、制御部は、硬貨繰出手段に
受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路での処理が完了した際に、収納部に硬貨が収納されて
いるが後処理部で処理可能とする枚数に達していない場合に表示部で処理終了表示を表示
させるものである。
【００１２】
そして、１つの処理対象硬貨の処理が完了した際に、収納部に硬貨が収納されているが後
処理部で処理可能とする枚数に達していない場合には、表示部で処理終了を案内すること
により、後処理部で処理できないにもかかわらず収納部の硬貨を再投入してしまうのを防
止する。
【００１３】
請求項３記載の硬貨処理機は、請求項１または２記載の硬貨処理機において、硬貨繰出手
段に投入された硬貨の継続処理および新規処理のいずれかを選択する操作部を備え、表示
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、前記収納部から取り出されて

再投入による



部は、継続処理および新規処理を確認する確認表示を表示可能とし、制御部は、継続処理
に際し、前記表示部で確認表示を表示させ、前記操作部で継続処理が選択されれば設定さ
れた継続処理対象金種について継続処理させ、新規処理が選択されれば継続処理対象金種
の設定をリセットするとともに識別部で最初に識別された硬貨の金種を処理対象金種に設
定して新規処理させるものである。
【００１４】
そして、継続処理に際し、表示部で継続処理か新規処理かを確認し、操作部で継続処理が
選択されれば設定された継続処理対象金種について継続処理させ、新規処理が選択されれ
ば継続処理対象金種の設定をリセットするとともに識別部で最初に識別された硬貨の金種
を処理対象金種に設定して新規処理させることにより、継続処理中でもその硬貨の処理を
中止して、別の硬貨の処理を可能とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１６】
図１に、硬貨処理機の一実施の形態として硬貨包装機の構成図を示す。硬貨包装機は、機
体 11を有し、この機体 11の上部側には、多金種混在状態で硬貨を受け入れて少量ずつ送り
出す硬貨貯留装置（ホッパ） 12、この硬貨貯留装置 12から送り出される硬貨を受け入れて
１枚ずつ繰り出す硬貨繰出手段 13、およびこの硬貨繰出手段 13から繰り出される硬貨を搬
送しつつ識別部 57で識別しその識別部 57での識別信号に基づいて予め設定されている処理
対象金種の正常硬貨を通過させるとともに処理対象金種外の硬貨や異常硬貨を排除する硬
貨識別排除通路 14が配設されている。
【００１７】
硬貨識別排除通路 14の下部側には、硬貨識別排除通路 14で排除された処理対象金種外の正
常硬貨を収納する収納部としての選別箱 15、硬貨識別排除通路 14で排除された異常硬貨を
収納するリジェクト箱 16、およびこれら選別箱 15およびリジェクト箱 16に対して対応する
処理対象金種外の正常硬貨および異常硬貨を振り分ける振分手段 17が配設されている。こ
れら選別箱 15およびリジェクト箱 16は機体 11内の装着状態が図示しないセンサやスイッチ
などの装着検知手段で検知される。
【００１８】
硬貨識別排除通路 14の通路下流側には、硬貨識別排除通路 14を通過した処理対象金種の硬
貨を処理する後処理部 18が配設されている。この後処理部 18は、硬貨を所定枚数ずつ包装
する硬貨集積包装部 19を有し、また、硬貨計数機の機能も備える場合には硬貨を機体 11の
外部に導出して袋取りするための計数硬貨導出部も有している。
【００１９】
硬貨集積包装部 19は、硬貨識別排除通路 14から送り出される硬貨を受け入れて集積する硬
貨集積部 20、集積硬貨を包装する硬貨包装部 21、および包装紙 22を供給する包装紙供給部
23を有している。
【００２０】
硬貨集積部 20では、対向配置された一対のベルト 24間に硬貨を受け入れて突起 25上に支え
るとともに、硬貨を受け入れる毎に突起 25の位置を下降させながら、一対のベルト 24間に
所定枚数の硬貨を集積する。
【００２１】
硬貨包装部 21では、案内機構 26により硬貨集積部 20で集積された集積硬貨を複数本の包装
ローラ 27間に導き、これら包装ローラ 27で集積硬貨を挟み込んで回転させながら、包装紙
供給部 23から供給される包装紙 22を集積硬貨の周面に巻き付けるとともに、上下の巻込鉤
28で包装紙 22の上下縁を巻き込んで、棒状に包装する。
【００２２】
包装紙供給部 23では、包装紙 22を給紙ローラ 29によって包装ローラ 27で挟持された集積硬
貨の周面に供給するとともにカッタ 30で所定の供給長さに切断する。
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【００２３】
硬貨包装部 21の下方には、硬貨包装部 21で正常に包装された包装硬貨を収納する包装硬貨
収納部 31、集積が崩れたり包装枚数に満たない場合に硬貨集積部 20や硬貨包装部 21から放
出される硬貨を回収収納する回収硬貨収納部 32、およびこれら包装硬貨収納部 31または回
収硬貨収納部 32に対して対応する包装硬貨またはばら硬貨を振り分ける振分手段 33が配設
されている。
【００２４】
また、硬貨包装機を制御する制御部 35、各設定事項を入力操作する操作部 36、および設定
事項や処理結果を表示する表示部 37を有している。
【００２５】
操作部 36は、例えば、モード設定ボタン、金種指定ボタン、スタートボタンなどの各種ボ
タンを有し、機体 11の外面の操作可能とする位置に配置されている。
【００２６】
表示部 37は、例えば、液晶パネルやＣＲＴなどで構成され、機体 11の外面の視認可能とす
る位置に配置されており、図２に示すように、「オートモード　継続処理中　選別箱の硬
貨をホッパへ投入して下さい。」といった選別箱 15に収納された硬貨の硬貨繰出手段 13つ
まり硬貨貯留装置（ホッパ） 12への再投入を案内する継続処理表示を表示するとともに、
包装した金種、処理枚数、処理本数、金額などの処理結果表示を表示可能としている。さ
らに、図３に示すように、「オートモード　包装処理終了　選別箱／リジェクト箱の硬貨
を取り除いて下さい。」といった選別箱 15およびリジェクト箱 16からの硬貨の取り出しを
案内する処理終了表示を表示するとともに、包装した金種、処理枚数、処理本数、金額な
どの処理結果表示を表示可能としている。
【００２７】
制御部 35は、硬貨識別排除通路 14の識別部 57で最初に識別された硬貨の金種を処理対象金
種に設定して処理させ、硬貨繰出手段 13に受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路 14での処理
が完了する毎に、選別箱 15に後処理部 18で処理可能とする残りの金種の硬貨が収納されて
いれば、表示部 37で継続処理表示を表示させるとともに、選別箱 15に収納された識別済の
硬貨で枚数が最も多い金種を継続処理対象金種に設定して硬貨繰出手段 13へ再投入される
硬貨を継続処理させ、かつ、硬貨繰出手段 13に受け入れた硬貨の硬貨識別排除通路 14での
処理が完了した際に、選別箱 15に硬貨が収納されているが後処理部 18で処理可能とする枚
数に達していない場合に表示部 37で処理終了表示を表示させるオートモード制御手段の機
能を有している。
【００２８】
さらに、制御部 35は、硬貨集積部 20、選別箱 15およびリジェクト箱 16の在高を記憶する記
憶部を有している。
【００２９】
次に、図４に、硬貨繰出手段 13および硬貨識別排除通路 14の平面図を示す。
【００３０】
硬貨繰出手段 13は、硬貨貯留装置 12から送り出される硬貨を受け入れる回転円盤 41を有し
、この回転円盤 41の周囲には周壁 42が配設され、この周壁 42の一部に形成された開口部 43
には回転円盤 41の上面との間に硬貨が厚み方向に１層状態で通過可能とする間隔をあけて
厚み規制部材 44が配設されている。そして、回転円盤 41の回転による遠心力によって回転
円盤 41上の硬貨は、周壁 42に沿って移行するとともに厚み規制部材 44の下を通過し、開口
部 43の部分に接続された硬貨識別排除通路 14に１枚ずつ繰り出される。
【００３１】
硬貨識別排除通路 14は、回転円盤 41の上面と略同一面に配設された通路底板 51、およびこ
の通路底板 51上の通路両側位置に配設された両側の通路側板 52， 53を有し、硬貨繰出手段
13から繰り出される硬貨を通路幅方向に１枚ずつ受け入れ可能としている。硬貨識別排除
通路 14の上方には、モータ 54の駆動によって回動される搬送ベルト 55， 56が張設され、こ
れら搬送ベルト 55， 56によって通路底板 51上との間に硬貨を挟み込みながら下流方向へ搬
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送する。
【００３２】
一方の通路側板 52には通路中央側に突出して通路内を搬送される硬貨が必ず接触する基準
縁 52aが形成され、この基準縁 52aを基準として硬貨を識別する識別部 57が配設されている
。識別部 57は、硬貨の材質を磁気的に検出する磁気センサ 58、硬貨の周面のギサの有無お
よび硬貨の色彩を検出する光センサ 59、硬貨の径および汚れ具合を検出するイメージセン
サ 60などを有している。
【００３３】
識別部 57の下流側において、通路幅方向の両側には、ソレノイド 61によって通路内外に進
退されるストッパ 62が配設され、これらストッパ 62が通路内側に進入することによって搬
送中の硬貨が停止される。
【００３４】
ストッパ 62の下流側において、他方の通路側板 53には通路中央側に突出して通路内を搬送
される硬貨が必ず接触する基準縁 53aが形成され、この基準縁 53aを基準として通路底面 51
には処理対象金種外の硬貨または異常硬貨を選別箱 15またはリジェクト箱 16へ排除する排
除口 63が形成されている。基準縁 53aと排除口 63との間には硬貨の縁が載る縁部の間隔が
あけられ、基準縁 53aから排除口 63の反対側の縁までの距離は処理する硬貨より小さく、
硬貨の両側縁が排除口 63の両側縁上に載ったまま排除口 63上を通過可能になっている。
【００３５】
排除口 63に臨む位置で他方の通路側板 53側には、ローラ状の排除部材 64が配設され、この
排除部材 64は、中心から外れた偏心位置を回転軸 64aで回転可能に軸支され、排除駆動手
段 65によって排除部材 64の周面が通路内外に進退するように回動される。排除部材 64の周
面が通路外に退避することにより硬貨の通過が許容され、通路内に進入することにより硬
貨の縁が排除口 63の縁から外れて排除口 63に落下される。
【００３６】
排除口 63に臨む位置で一方の通路側板 52側には、処理対象金種に応じて通路幅を可変する
可動案内体 66が配設されている。この可動案内体 66は、通路幅方向に移動可能に支持され
、スプリング 67によって通路外方へ付勢され、可動案内体 66上に回転自在に軸支されたロ
ーラ 68がカム 69に押し付けられた位置で保持されている。カム 69はモータ 70の駆動で回動
され、ローラ 68に対するカム 69の周面の当接位置を変えることにより、他方の通路側板 53
と可動案内体 66との間の通路幅が処理対象金種に応じた通路幅に変更される。
【００３７】
排除口 63の下流側には、硬貨識別排除通路 14を通過して送り出される処理対象硬貨を検知
する通過検知センサ 71が配設されている。
【００３８】
排除口 63、排除部材 64、および排除駆動手段 65などにより、処理対象金種外の硬貨を排除
する排除部 72が構成されている。
【００３９】
硬貨識別排除通路 14の出口部に臨んで、硬貨識別排除通路 14から送り出される処理対象金
種の硬貨を受け入れて集積する硬貨集積部 20が配設されている。硬貨集積部 20には、一対
のベルト 24と一対のガイド板 81（片側のみ示し、反対側は図示しない）との間に硬貨を受
け入れて集積する集積空間 82が形成されている。一対のベルト 24はモータ 83によって同期
回転される。
【００４０】
そして、硬貨識別排除通路 14では、処理対象金種に応じて他方の通路側板 53と可動案内体
66との間の通路幅を調整し、硬貨繰出手段 13から１枚ずつ繰り出される硬貨を、通路内に
受け入れて搬送ベルト 55で搬送し、識別部 57で識別する。
【００４１】
識別部 57での識別の結果、処理対象金種で正常硬貨であると判定されれば、その硬貨を、
排除口 63上を通過させて硬貨識別排除通路 14の末端から後処理部 18の硬貨集積部 20に送り
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込む。
【００４２】
識別部 57での識別の結果、処理対象金種外で正常硬貨であると判定されれば、その硬貨を
、排除部材 64により排除口 63に落とし込んで硬貨識別排除通路 14から排除し、選別箱 15に
収納する。
【００４３】
識別部 57での識別の結果、汚損硬貨であると判定されれば、その硬貨を、排除部材 64によ
り排除口 63に落とし込んで硬貨識別排除通路 14から排除し、選別箱 15またはリジェクト箱
16に収納する。
【００４４】
識別部 57での識別の結果、異常硬貨であると判定されれば、その硬貨を、排除部材 64によ
り排除口 63に落とし込んで硬貨識別排除通路 14から排除し、リジェクト箱 16に収納する。
【００４５】
次に、硬貨包装機によるオートモードの包装処理について、図５ないし図７のフローチャ
ートを参照して説明する。
【００４６】
包装処理には、処理金種をマニュアルで指定する通常モードと、処理金種を自動で設定す
るオートモードがある。ここでは、オートモードについて説明する。
【００４７】
待機時には、表示部 37でオートモードを案内する待機画面を表示している（ステップ１）
。この状態で、操作部 36の操作により、モード切り換えがあるか（ステップ２）、スター
トボタンが操作されるのを待機する（ステップ３）。
【００４８】
　例えば、処理する硬貨をマニュアルで設定する通常モードに、モード切り換えがあると
、オートモードを終了し、通常モー よって処理する。
【００４９】
そして、操作者により、例えば、多金種混在状態の硬貨を硬貨貯留装置 12に投入し、操作
部 36のスタートボタンをオンすると、オートモードによる包装処理を開始する。
【００５０】
まず、オートモードでの包装処理を開始すると、自動金種設定処理により最初の処理対象
金種を自動設定し（ステップ４）、設定された処理対象金種の包装処理をする（ステップ
５）。
【００５１】
ステップ４の自動金種設定処理を図６のフローチャートに示す。回転円盤 41および搬送ベ
ルト 55， 56を正転駆動し（ステップ 21）、硬貨繰出手段 13から１枚ずつ繰り出される硬貨
を、硬貨識別排除通路 14内に受け入れて搬送ベルト 55で搬送し、識別部 57で識別する（ス
テップ 22）。ストッパ 62を作動させて識別部 57で識別した硬貨を停止させるとともに回転
円盤 41および搬送ベルト 55， 56の駆動を停止させる（ステップ 23）。
【００５２】
識別部 57での識別の結果、正常硬貨であると判別されれば（ステップ 24）、識別された金
種を最初（１回目）の処理対象金種として自動設定し（ステップ 25）、回転円盤 41および
搬送ベルト 55， 56を所定時間逆転駆動し（ステップ 26）、硬貨識別排除通路 14内の硬貨を
回転円盤 41上に戻す。
【００５３】
識別部 57での識別の結果、異常硬貨であると判別されれば、該当硬貨をリジェクトする（
ステップ 27）。この該当硬貨のリジェクトでは、搬送ベルト 55， 56を正転駆動させ、スト
ッパ 62の開閉によって該当硬貨を排除部 72に送り、排除部 72で排除口 63から排除してリジ
ェクト箱 16に収納する。該当硬貨のリジェクト後、回転円盤 41および搬送ベルト 55， 56を
所定時間逆転駆動し（ステップ 28）、硬貨識別排除通路 14内の硬貨を回転円盤 41上に戻す
。その後、ステップ 21に戻って、再び自動金種設定処理をし、処理対象金種を自動設定す
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る。
【００５４】
図５のステップ５の設定金種の包装処理を図７のフローチャートに示す。硬貨識別排除通
路 14、硬貨集積部 20および硬貨包装部 21を自動設定された処理対象金種に合わせて調整し
（ステップ 31）、硬貨集積部 20、選別箱 15およびリジェクト箱 16の在高を記憶する記憶部
の記憶内容をクリアする（ステップ 32）。
【００５５】
回転円盤 41および搬送ベルト 55， 56を正転駆動し（ステップ 33）、硬貨繰出手段 13から１
枚ずつ繰り出される硬貨を、硬貨識別排除通路 14内に受け入れて搬送ベルト 55で搬送し、
識別部 57で識別する（ステップ 34， 35）。
【００５６】
識別部 57での識別の結果、正常硬貨でかつ処理対象金種の硬貨であれば（ステップ 36， 37
）、該当硬貨を排除口 63上を通過させて硬貨識別排除通路 14の末端から後処理部 18の硬貨
集積部 20に送り込み、記憶部の硬貨集積部 20の集積枚数の在高に＋１して更新記憶する（
ステップ 38）。
【００５７】
硬貨集積部 20に硬貨を所定枚数集積するまでに（ステップ 39）、識別部 57で異常硬貨が識
別されれば、ストッパ 62を作動させて識別部 57で識別した異常硬貨の後続の硬貨を停止さ
せるとともに回転円盤 41および搬送ベルト 55， 56の駆動を停止させ（ステップ 40）、異常
硬貨のみを排除部 72から排除してリジェクト箱 16に収納する（ステップ 41）。
【００５８】
識別部 57で処理対象金種外の硬貨が識別されれば、該当硬貨を排除部 72で排除して選別箱
15へ収納し（ステップ 42）、記憶部の第１の収納箱 15の収納枚数の在高に＋１して更新記
憶する（ステップ 43）。
【００５９】
識別部 57で硬貨集積部 20に集積完了となる所定枚数目の硬貨を識別したら、ストッパ 62を
作動させて該当硬貨の後続の硬貨を停止させ、該当硬貨が通路末端の通過検知センサ 71で
検知されから回転円盤 41および搬送ベルト 55， 56の駆動を停止させる（ステップ 44）。
【００６０】
硬貨集積部 20で集積された集積硬貨を硬貨包装部 21へ移動させて記憶部の硬貨集積部 20の
集積枚数の在高をクリアし（ステップ 45）、硬貨包装部 21で集積硬貨の包装を開始する（
ステップ 46）。包装を開始したら、ステップ 33に戻って、回転円盤 41からの硬貨の繰出お
よび識別部 57での識別を再開し、硬貨包装部 21での包装動作と硬貨集積部 20での集積動作
を並行して処理する。
【００６１】
このように処理対象金種の硬貨の包装処理を繰り返していって、回転円盤 41からの硬貨の
繰出が完了し、識別部 57で硬貨を所定時間以上検知しなくなると、１つの処理対象金種の
硬貨の包装処理を終了する。
【００６２】
次に、図５に戻って、選別箱 15およびリジェクト箱 16に硬貨が収納されているか確認し（
ステップ６）、硬貨がなければ、投入された硬貨が１金種だけで異常硬貨も検知されなか
ったものとし、ステップ１に戻って待機状態に復帰する。
【００６３】
選別箱 15に包装単位枚数以上の金種の硬貨が収納されているか確認し（ステップ７）、収
納されていれば、図２に示すように、表示部 37で、「オートモード　継続処理中　選別箱
の硬貨をホッパへ投入して下さい。」といった選別箱 15に収納された硬貨の硬貨貯留装置
（ホッパ） 12への再投入を案内する継続処理中を表示するとともに、包装した金種、処理
枚数、処理本数、金額などの処理結果表示を表示する（ステップ８）。
【００６４】
そして、操作者により、選別箱 15を機体 11内から取り出して、選別箱 15内の硬貨を硬貨貯
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留装置 12に再投入し、選別箱 15を機体 11内に装着して装着検知手段で検知した後（ステッ
プ９）、操作部 36のスタートボタンをオンすると（ステップ 10）、記憶部の選別箱 15に収
納された識別済の硬貨で枚数が最も多い金種を継続処理対象金種に設定し（ステップ 11）
、ステップ５に戻って継続処理対象金種の硬貨の包装処理を再開する。
【００６５】
そして、１つの継続処理対象金種の硬貨の処理が完了する毎に、選別箱 15に包装単位枚数
以上の硬貨が収納されていれば、表示部 37で継続処理表示を表示させるとともに、選別箱
15に収納された識別済の硬貨で枚数が最も多い金種を継続処理対象金種に設定し、硬貨貯
留装置 12へ再投入される硬貨を継続処理する。
【００６６】
また、選別箱 15に硬貨が収納されているが包装単位枚数以上の金種の硬貨がない場合やな
くなった場合には、図３に示すように、「オートモード　包装処理終了　選別箱／リジェ
クト箱の硬貨を取り除いて下さい。」といった選別箱 15およびリジェクト箱 16からの硬貨
の取り出しを案内する包装処理終了を表示するとともに、包装した金種、処理枚数、処理
本数、金額などの処理結果表示を表示する（ステップ 12）。
【００６７】
　そして、操作者により、選別箱 15を機体 11内から取り出して、選別箱 15内の硬貨を取り
除き、選別箱 15を機体 11内に装着して装着検知手段で検知すると（ステップ 13）、ステッ
プ１に戻って待機状態に復帰する。なお、 16内の異常硬貨も同様に取り出す
。
【００６８】
このように、最初の処理時に硬貨識別排除通路 14の識別部 57で最初に識別された硬貨の金
種を処理対象金種に設定して処理した後は、１つの処理対象金種についての処理が完了す
る毎に、選別箱 15に後処理部 18で処理可能とする残りの金種の硬貨が収納されていれば、
表示部 37で選別箱 15に収納された硬貨の継続処理を案内するとともに、継続処理の際には
選別箱 15に収納された識別済の硬貨の枚数の多い金種を継続処理対象金種として自動設定
して処理するので、処理対象金種の設定操作が必要なく、多金種混在状態で投入された硬
貨を確実に効率よく処理できる。
【００６９】
さらに、１つの処理対象硬貨の処理が完了した際に、選別箱 15に硬貨が収納されているが
後処理部 18で処理可能とする枚数に達していない場合には、表示部 37で処理終了を案内す
るので、後処理部 18で処理できないにもかかわらず選別箱 15の硬貨を再投入してしまうの
を防止できる。
【００７０】
なお、継続処理に際し、表示部 37で継続処理か新規処理かを確認する表示をし、操作部 36
で継続処理が選択されれば設定された継続処理対象金種について継続処理させ、新規処理
が選択されれば継続処理対象金種の設定をリセットするとともに識別部 57で最初に識別さ
れた硬貨の金種を処理対象金種に設定して新規処理させるようにしてもよく、この場合、
継続処理中でもその硬貨の処理を中止して、別の硬貨の処理を開始できる。
【００７１】
また、後処理部は、硬貨を所定枚数ずつ包装する硬貨集積包装部と、硬貨を機体の外部に
導出して袋取りするための計数硬貨導出部との両方を備えて切り換えて使用可能とした併
用機でも、いずれか一方のみを備えた専用機でもよく、あるいは、硬貨集積包装部や計数
硬貨導出部以外で、硬貨を処理する機構を備えていてもよい。
【００７２】
【発明の効果】
　請求項１記載の硬貨処理機によれば、最初の処理時に硬貨識別排除通路の識別部で最初
に識別された硬貨の金種を処理対象金種に設定して処理した後は、１つの処理対象金種に
ついての処理が完了する毎に、収納部に後処理部で処理可能とする残りの金種の硬貨が収
納されていれば、表示部で収納部に収納された硬貨の 継続処理を案内すると
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ともに、継続処理の際には収納部に収納された識別済の硬貨の枚数の多い金種を継続処理
対象金種として自動設定して処理するので、処理対象金種の設定操作が必要なく、多金種
混在状態で投入された硬貨を確実に効率よく処理できる。
【００７３】
請求項２記載の硬貨処理機によれば、請求項１記載の硬貨処理機の効果に加えて、１つの
処理対象硬貨の処理が完了した際に、収納部に硬貨が収納されているが後処理部で処理可
能とする枚数に達していない場合には、表示部で処理終了を案内するので、後処理部で処
理できないにもかかわらず収納部の硬貨を再投入してしまうのを防止できる。
【００７４】
請求項３記載の硬貨処理機によれば、請求項１または２記載の硬貨処理機の効果に加えて
、継続処理に際し、表示部で継続処理か新規処理かを確認し、操作部で継続処理が選択さ
れれば設定された継続処理対象金種について継続処理させ、新規処理が選択されれば継続
処理対象金種の設定をリセットするとともに識別部で最初に識別された硬貨の金種を処理
対象金種に設定して新規処理させるので、継続処理中でもその硬貨の処理を中止して、別
の硬貨の処理を開始できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の硬貨処理機の一実施の形態を示す硬貨包装機の構成図である。
【図２】同上硬貨包装機の表示部に表示される継続処理表示の説明図である。
【図３】同上硬貨包装機の表示部に表示される処理終了表示の説明図である。
【図４】同上硬貨包装機の硬貨繰出手段および硬貨識別排除通路の平面図である。
【図５】同上硬貨包装機によるオードモードの包装処理を説明するフローチャートである
。
【図６】同上硬貨包装機による自動金種設定処理を説明するフローチャートである。
【図７】同上硬貨包装機による設定金種硬貨の包装処理を説明するフローチャートである
。
【符号の説明】
13　　硬貨繰出手段
14　　硬貨識別排除通路
15　　収納部としての選別箱
18　　後処理部
35　　制御部
36　　操作部
37　　表示部
57　　識別部
72　　排除部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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